
チュート リアル [optional]

UG688  2010 年 9 月 21 日 [optional]

コマンド  ラインでの 
SmartXplorer の使用

チュート リアル (ISE 12.3)

UG688  2010 年 9 月 21 日



コマンド  ラインでの SmartXplorer の使用 japan.xilinx.com UG688  2010 年 9 月 21 日

Xilinx is disclosing this user guide, manual, release note, and/or specification (the "Documentation") to you solely for use in the development 
of designs to operate with Xilinx hardware devices.You may not reproduce, distribute, republish, download, display, post, or transmit the 
Documentation in any form or by any means including, but not limited to, electronic, mechanical, photocopying, recording, or otherwise, 
without the prior written consent of Xilinx.Xilinx expressly disclaims any liability arising out of your use of the Documentation.Xilinx reserves 
the right, at its sole discretion, to change the Documentation without notice at any time.Xilinx assumes no obligation to correct any errors 
contained in the Documentation, or to advise you of any corrections or updates.Xilinx expressly disclaims any liability in connection with 
technical support or assistance that may be provided to you in connection with the Information.

THE DOCUMENTATION IS DISCLOSED TO YOU “AS-IS” WITH NO WARRANTY OF ANY KIND.XILINX MAKES NO OTHER 
WARRANTIES, WHETHER EXPRESS, IMPLIED, OR STATUTORY, REGARDING THE DOCUMENTATION, INCLUDING ANY 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR NONINFRINGEMENT OF THIRD-PARTY 
RIGHTS.IN NO EVENT WILL XILINX BE LIABLE FOR ANY CONSEQUENTIAL, INDIRECT, EXEMPLARY, SPECIAL, OR INCIDENTAL 
DAMAGES, INCLUDING ANY LOSS OF DATA OR LOST PROFITS, ARISING FROM YOUR USE OF THE DOCUMENTATION.

© 2010 Xilinx, Inc. XILINX, the Xilinx logo, Virtex, Spartan, ISE, and other designated brands included herein are trademarks of Xilinx in the 
United States and other countries.All other trademarks are the property of their respective owners.

本資料は英語版 (v1.3) を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。

資料によっては英語版の更新に対応していないものがあ り ます。

日本語版は参考用と してご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

http://japan.xilinx.com


UG688  2010 年 9 月 21 日 japan.xilinx.com コマンド  ラインでの SmartXplorer の使用

改訂履歴

次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

 

日付 バージョ ン 改訂内容

2009 年 6 月 12 日 1.0 初期リ リース  

2009 年 7 月 20 日 1.1 11.2 用にアップデート

2010 年 4 月 19 日 1.2 12.1 用にアップデート

2010 年 9 月 7 日 1.3 12.3 用にアップデート
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このチュート リアルについて

このチュート リ アルでは、 SmartXplorer の概要と、 その機能をタイ ミ ング ク ロージャを達成する

ために使用する方法を示します。

このチュート リ アルには、 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。

• ISE® Project Navigator ユーザー用 :
SmartXplorer を Project Navigator から使用する方法を説明します。 

• コマンド  ラ イン ユーザー用 :
ほとんどの Microsoft Windows ユーザーは ISE Project Navigator からザイ リ ンクス  ツールを

使用しているので、 このチュート リ アルでは主に Linux プラ ッ ト フォームでの SmartXplorer
の使用について説明します。 内容は、 必要に応じて Microsoft Windows オペレーティ ング シ
ステムにも簡単に適用できます。

どちらのバージ ョ ンにも、詳細な手順を示す演習が含まれており、SmartXplorer のさまざまな機能

を順を追って学ぶこ とができます。 

12.1 リ リ ースから、 SmartXplorer で Xilinx® Synthesis Technology (XST) および Synplify 合成

ツールがサポート されるよ うになり ました。複数のインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを実行する

前に、 複数の合成ス ト ラテジを実行してインプ リ メンテーシ ョ ンの実行に使用する最良の合成済み

ネッ ト リ ス ト を選択できます。 SmartXplorer で合成を実行する必要はあ り ません。 これまでと同

様、 インプ リ メ ンテーシ ョ ンのみに SmartXplorer を使用するこ と も可能です。 このチュート リ ア

ルでは、 SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ンでのみ使用するフローについても説明します。 

Synplify サポートについては、 『コマンド  ライン ツール ユーザー ガイ ド』 (UG628) を参照して く

ださい。

メモ : SmartXplorer での合成の実行はコマンド  ラインのみでサポート され、ISE 環境では使用でき

ません。 このチュート リ アルでは、SmartXplorer のすべてのオプシ ョ ンおよび機能は説明していま

せん。

チュート リアルの内容

このチュート リ アルは、 次の章から構成されています。

• 第 1 章 「SmartXplorer の概要」 : SmartXplorer の機能を説明します。

• 第 2 章 「チュート リ アルの説明」 : 各演習で学ぶ機能について概要を説明します。各演習を完了

するのに必要な時間も示します。

• 第 3 章 「演習の準備」 : 各演習で使用するデザインの入手先と インス トール方法を示します。

http://japan.xilinx.com
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このチュート リアルについて

• 第 4、 5、 6 章 : 各演習の詳細を示します。 演習の概要と、 演習を完了するために必要な詳細な

手順を説明します。

• 第 4 章 「演習 1 : 基本フロー」

• 第 5 章 「演習 2 : カスタム ス ト ラテジの作成」

• 第 6 章 「演習 3 : 複数のス ト ラテジの同時実行」

• 付録 A 「カスタム ファ イル」 : カスタム ス ト ラテジ ファ イルおよびホス ト  リ ス ト  ファ イルの

例を示します。 また、 さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定も含まれています。

• 付録 B 「XST のスク リプ ト  ファ イルの作成」 : SmartXplorer で XST 合成を実行するための

XST スク リプ ト  ファ イルの作成方法を示します。

その他のリソース

追加資料は、 次のウェブサイ ト を参照してください。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.htm

シ リ コン、 ソフ ト ウェア、 IP に関する問題をアンサー データベースで検索した り、 テクニカル サ
ポートのウェブ ケースを開くには、 次のウェブサイ トにアクセスして ください。

http://japan.xilinx.com/support/

表記規則

このマニュアルでは、 次の表記規則を使用しています。 各規則について、 例を挙げて説明します。

書体

次の規則は、 すべてのマニュアルで使用されています。

表記規則 使用箇所 例

Courier フォン ト

システムによ り 表示される メ ッ

セージ、 プロンプ ト、 プログラム

ファ イルを表示します。

speed grade:- 100

Courier フォン ト  
(太字)

構文内で入力するコマンドを示し

ます。
ngdbuild design_name

イタ リ ッ ク  フォン ト
ユーザーが値を入力する必要のあ

る構文内の変数に使用します。
ngdbuild design_name

二重/一重かぎかっこ

『』、 「」

『 』 はマニュアル名を、「 」 はセク

シ ョ ン名を示します。

詳細は、 『コマンド  ライン ツール

ユーザー ガイ ド』 の 「PAR」 を参

照して ください。

角かっこ  [  ]

オプシ ョ ンの入力またはパラ メー

タを示します。 bus[7:0] のよ う

なバス仕様では必ず使用します。

ngdbuild [option_name] 

design_name

GUI 表記に使用します。
[File] → [Open] をク リ ッ ク し

ます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.htm
http://japan.xilinx.com/support/mysupport.htm
http://japan.xilinx.com
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表記規則

オンライン マニュアル

このマニュアルでは、 次の規則が使用されています。

中かっこ  { }
構文内で、複数の項目から  1 つ以

上を選択する必要がある場合に使

用します。

lowpwr ={on|off}

縦棒 |
構文内で、 選択可能な複数の項目

を分離するために使用します。
lowpwr ={on|off}

縦の省略記号

.

.

.

繰り返し項目が省略されているこ

とを示します。

IOB #1:Name = QOUT’ 

IOB #2:Name = CLKIN’

.

.

.

横の省略記号  ...
繰り返し項目が省略されているこ

とを示します。

allow block  block_name loc1
loc2 ... locn;

表記規則 使用箇所 例

表記規則 使用箇所 例

青色の文字
マニュアル内の相互参照を示し

ます。

詳細は、「その他のリ ソース」 を参

照して ください。

詳細は、第 1 章 「タイ トル フォー

マッ ト 」 を参照して ください。

青色の下線付き文字
ウェブサイ ト  (URL) へのハイ

パーリ ンクを示します。

最新のスピード  ファ イルは、

http://japan.xilinx.com から入手

できます。

http://japan.xilinx.com
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SmartXplorer の概要

概要

SmartXplorer は、 最短時間でタイ ミ ング クロージャを達成するこ とを目標と しています。

タイ ミ ング ク ロージャは、 FPGA デザインにおいて最大の課題の 1 つです。ザイ リ ンクスでは、 タ

イ ミ ング ク ロージャの達成をサポートするため、 次の点に焦点を置いています。

• 合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン アルゴ リズムの向上 

• PlanAhead™ ソフ ト ウェアおよび FPGA Editor などの高度なグラフ ィカル解析ツールの提供 

FPGA ツールは使いやすくなってきており、 高度な機能を提供するよ うになってきていますが、 す

べてのデザイン状況を予測するのは困難です。デザイン サイクルの最終段階になってから問題が見

つかる場合もあ り ます。 

設計者の経験レベルにかかわらず、HDL コードを変更したり配置制約を使用する前に、異なるツー

ル オプシ ョ ンを変更するのが通常のアプローチです。 ツール オプシ ョ ンを変更するのは非常に簡

単ですが、 よ り よいオプシ ョ ンをどのよ うに見つけ出すかが課題となり ます。 

SmartXplorer の主な利点

SmartXplorer には、 主に次の 2 つの利点があ り ます。

• ビルト インまたはカスタム インプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを複数使用して、 タイ ミ ング

を満たすよ うにデザインを実行します。

メモ : デザイン ス ト ラテジとは、 エリ ア、 スピード、 消費電力など、 特定のデザインの目標を

達成するためのプロセス  プロパティ とその値の組み合わせです。

• 複数のス ト ラテジを複数のマシンで同時に実行し、 ジ ョブを短時間で完了します。

デザイン スト ラテジ

SmartXplorer では、 あらかじめ定義されたビルト イン ス ト ラテジが複数提供されています。 これ

らのス ト ラテジは、各 FPGA ファ ミ リ用に個別に選択され、調整されています。 この選択は、特定

のソフ ト ウェア バージ ョ ンで最適に機能する こ とを確実にするため、 各メジャー リ リースで修正

されます。

独自の経験に基づいて、 カス タ ム ス ト ラ テジまたはス ク リ プ ト を作成する こ と もでき ます。

SmartXplorer ではこれらのカスタム ス ト ラテジをシステムに統合し、 それらのみを使用した り、

SmartXplorer で提供されているス ト ラテジと組み合わせて使用できます。 

http://japan.xilinx.com
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SmartXplorer は、 プロジェク トの最終段階だけでな く、 プロジェク ト  サイ クル全体で使用するこ

とによ り、デザイン サイクルの最終段階で緊急事態が発生するのを回避または削減できます。定期

的に実行してデザインの状態を監視し、 タイ ミ ングが許容範囲内にあるこ とを確認するこ とをお勧

めします。

並列実行

複数のデザイン ス ト ラテジ (ジ ョブ) を同時に実行する と、 プロジェク ト を短時間で完了できます。

この機能は、 ご使用のオペレーティング システムによって異なり ます。 

Linux OS

ネッ ト ワーク上の複数のマシンで複数のジ ョブを並列実行できます。 これには、 次の 2 つの方法が

あ り ます。

• 通常の Linux ネッ ト ワーク  : ネッ ト ワーク上でのジ ョブの分配は SmartXplorer で管理されま

す。 使用するマシンのリ ス トが必要です。

• LSF (Load Sharing Facility) または SGE (Sun Grid Engine) コンピューター ファーム : ジ ョブ

の分配は、 LSF または SGE で管理されます。 SmartXplorer に同時に割り当て可能なマシンの

数を指定します。

Linux ネッ ト ワークへのアクセスがない場合でも、個人の Linux マシンにマルチコア プロセッサま

たは複数のプロセッサがあれば、 複数のジ ョブを並列実行できます。

Microsoft Windows OS

1 つの Windows マシンにマルチコア プロセッサまたは複数のプロセッサが搭載されている場合、

複数のス ト ラテジを同時に実行できます。

1 つの Linux または Windows マシンの使用

ネッ ト ワーク上の Linux サーバーへのアクセスがなく、 ローカル コンピューターしか使用できない

場合は、マシンにマルチコア プロセッサがあるか複数のプロセッサがあるこ とを確認してください。

まず、 ご使用のマシンで同時に実行可能なジ ョブの数を予測する必要があ り ます。 

論理的には、 同時に実行可能なジ ョブの数は次のよ うに算出されます。

Nb_Of_Jobs = P * C

こ こで、 P はプロセッサの数、 C はプロセッサごとのコアの数です。 

たとえば、 デュアル コア プロセッサが 4 つある場合、 8 個のジ ョブを同時に実行できます。

ただし、 使用可能なメモリ、 メモ リの速度、 ハード  ド ライブの速度によっては、 コンピューターで

上記の式で求めた最大数のジ ョブを処理できない可能性があ り ます。 

次に、 並列実行に関する ヒン ト を示します。

ヒン ト  1 :  デザインのメモリ要件のため、マシンで一度に 1 つのス ト ラテジしか実行できない場合

は、すべてのス ト ラテジを順次に実行する必要があ り ます。 このよ う な場合、夜間に SmartXplorer
を実行する と有益です。 

ヒン ト  2 : タイ ミ ングの問題を解決している場合、 デザインに含まれるブロ ッ クを個別に実行する

こ と もできます。 これらのブロ ッ クに対してであれば複数のス ト ラテジを同時に実行できる可能性

があ り、 時間を節約できます。

http://japan.xilinx.com
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チュート リアルの説明

このチュート リ アルでは小型のデザインを使用しており、 演習を短時間で完了できるよ うになって

います。SmartXplorer の主な機能をすべて含むチュート リ アル全体を、40 分以内で完了できます。 

演習は、 順番に実行するこ とをお勧めします (演習 1、 演習 2、 演習 3 など)。 ただし、 各演習は独

立しており、 特定の機能をすぐに学ぶ必要がある場合は、 どの順序で実行しても問題あ り ません。

SmartXplorer には、 主に次の 2 つの利点があ り ます。

1. あらかじめ定義されたビルト イン デザイン ス ト ラテジまたはユーザー定義のカスタム ス ト ラ

テジを使用するこ とによ り、 タイ ミ ング ク ロージャの達成をサポート します。

2. 複数のス ト ラテジを複数のマシンで同時に実行し、 ジ ョブを短時間で完了します。

このチュート リ アルでは、 これらの 2 つの機能を別々に説明します。

• 演習 1 および演習 2 では、 タイ ミ ング クロージャについて説明します。 これら  2 つの演習で

は、 すべてのデザイン ス ト ラテジを 1 つずつ順番に実行します (複数のス ト ラテジを並列実行

する機能はオフ)。 

• 演習 3 では、 複数のス ト ラテジの並列実行について説明します。

次の表に、 すべての演習の概要を示します。

表 2-1 : 演習の概要

タイ トル 時間 説明する機能

演習 1 : 基本フロー 25 分 • SmartXplorer の起動方法 (合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン)

• 最終結果のレポート方法、 保存方法、 および活用方法

• 前回の実行で得られた結果を向上する方法 

• ビルト イン ス ト ラテジと追加の反復を一度に実行するよ う  
SmartXplorer を設定する方法 (夜間実行など)

• SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで実行する方法

演習 2 : カスタム ス ト ラテジの

作成

5 分 • カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、 SmartXplorer で使用する方法

演習 3 : 複数のス ト ラテジの同

時実行

10 分 • 複数のス ト ラテジの並列実行

http://japan.xilinx.com
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演習の実行に必要な知識

演習を実行するには、 ザイ リ ンクス  FPGA インプ リ メ ンテーシ ョ ン フローの主要なステップ (合
成、 変換 (NGDBuild)、 マップ、 配置配線、 およびタイ ミ ング解析 (TRCE)) とその実行方法に関す

る次の基本的な知識が必要です。

http://japan.xilinx.com
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演習の準備

この章では、 各演習用にデザインを準備する方法を説明します。 

デザインの概要

このチュート リ アルのすべての演習で、Spartan®-6 xc6slx4-3-tqg144 デバイスをターゲッ ト とする

小型の stopwatch デザインを使用します。 

手順

1. 次のサイ トから  UG688.zip ファ イルをダウンロード します。

https://secure.xilinx.com/webreg/clickthrough.do?cid=132685&license=RefDesLicense

2. SmartXplorer 演習データを保存する  sx_labs ディ レク ト リ を作成します。

3. UG688.zip ファ イルを sx_labs ディ レク ト リにコピーします。

4. UG688.zip ファ イルを解凍します。 ディ レク ト リ構造は、 次のよ うになり ます。

https://secure.xilinx.com/webreg/clickthrough.do?cid=132685&license=RefDesLicense
https://secure.xilinx.com/webreg/clickthrough.do?cid=132685&license=RefDesLicense
http://japan.xilinx.com
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演習 1 : 基本フロー

目標

この演習では、 次の内容を学びます。

• ビルト イン SmartXplorer ス ト ラテジの実行方法 (合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン)

• 最終結果のレポート方法、 保存方法、 および活用方法

• 前回の実行で得られた結果に基づき、 実行を追加で反復してタイ ミ ングを向上する方法

• SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで実行する方法

背景

12.1 リ リ ースから、 SmartXplorer で Xilinx® Synthesis Technology (XST) および Synplify 合成

ツールがサポート されるよ うになり ました。複数のインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを実行する

前に、 複数の合成ス ト ラテジを実行してインプ リ メンテーシ ョ ンの実行に使用する最良の合成済み

ネッ ト リ ス ト を選択できます。 SmartXplorer で合成を実行する必要はあ り ません。 これまでと同

様、 インプ リ メンテーシ ョ ンのみに SmartXplorer を使用するこ と も可能です。

重要 : このチュート リ アルは、 次のよ うに構成されています。

• まず、 合成 (XST) と インプリ メンテーシ ョ ン フローの両方を SmartXplorer で実行します。 

• SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで使用する方法も説明します。

SmartXplorer で合成を実行する場合、合成と インプリ メンテーシ ョ ンの 2 段階プロセスになり ます。

• 段階 1 (合成) : 複数の合成ス ト ラテジを実行し、 パフォーマンスが最良のネッ ト リ ス ト を特定

します。合成ツールではタイ ミ ング スコアは生成されません。合成された各ネッ ト リ ス トに対

して、 ランタイムが最短になるよ う最適化されたス ト ラテジ (ク イ ッ ク  インプリ メンテーシ ョ

ン) を使用して MAP および PAR を 1 回実行し、 タイ ミ ング スコアを算出します。

メモ : ク イ ッ ク  インプリ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジは、 インプ リ メンテーシ ョ ン用のビルト イン

SmartXplorer ス ト ラテジの 1 つです。

• 段階 2 (インプ リ メンテーシ ョ ン) : 最良のネッ ト リ ス ト を使用し、 複数のインプ リ メンテー

シ ョ ン ス ト ラテジを実行してタイ ミ ング要件が満たされるよ うにします。

SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみに使用する場合は、段階 2 のみが実行されます。

http://japan.xilinx.com


18 japan.xilinx.com コマンド  ラインでの SmartXplorer の使用

UG688  2010 年 9 月 21 日

第 4 章 : 演習 1 : 基本フロー

演習

手順 1 : ザイリンクス環境の設定

1. ターミナル ウ ィンド ウを開き、 ザイ リ ンクス環境を設定します。

2. cd コマンドを使用して lab1 ディ レク ト リに移動します。

手順 2 : 必須オプシ ョ ンを使用した SmartXplorer の実行

SmartXplorer (smartxplorer) を実行するには、 次のオプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。

• ターゲッ ト  デバイス  : -p xc6slx4-3-tqg144

• UCF 制約ファイル : -uc stopwatch.ucf

• XST スク リプ ト  ファ イル : stopwatch.xst

メモ : XST スク リプ ト  ファ イルの作成については、 付録 B で説明します。

このチュート リ アルでは、 これらに加え、 次の 2 つのオプシ ョ ンも使用します。

• チュート リ アル デザインには、ipcore_dir ディ レク ト リに外部コア (tenth.ngc) が含まれ

ているので、 -sd オプシ ョ ンを使用してこのディ レク ト リ を参照します。

• -wd smartxplorer_results オプシ ョ ンを使用して、 SmartXplorer の結果を 
smartxplorer_results とい うディ レク ト リに保存します。

これで、 SmartXplorer を実行する準備ができました。

1. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf 
-wd smartxplorer_results -sd ipcore_dir stopwatch.xst

SmartXplorer の実行を開始する と、 ステータスの表に進行状況が示され、最終的な結果のサマ

リが表示されます。この表の各行が、1 つの SmartXplorer ス ト ラテジを表します。この表は、次

の場所に表示されます。

• ターミナル ウ ィンド ウ

• smartxplorer_results ディ レク ト リの smartxplorer.html ファ イル。 このファイ

ルは、 ウェブ ブラウザーで開いてください。 

この表は、SmartXplorer の実行中随時アップデート されます。次に、smartxplorer.html の
中間状態の例を示します。

合成段階では、すべての合成ス ト ラテジ (7 個) と タイ ミ ング スコアを算出するために使用され

るク イ ッ ク  インプリ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジが表示されます。
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メモ : 1 番左の列に示されるス ト ラテジ名では、 合成ス ト ラテジ名と ク イ ッ ク  インプ リ メ ン

テーシ ョ ン ス ト ラテジ名がアンダースコア (_) でつなげられています。 たとえば、

XSTOptReshRedcon_MapRunTime は XSTOptReshRedcon という合成ス ト ラテジと ク イ ッ ク

インプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジである  MapRunTime を表します。

XSTOptReshRedcon_MapRunTime ス ト ラテジの [Status] 列は [Done] となっており、 完了し

ているこ とがわかり ます。 このス ト ラテジの実行には 1 分 5 秒かかり、 タイ ミ ング スコアは

2118 であるのでタイ ミ ング制約は満たされていません。 この行は緑色で表示されており、現時

点ではこのス ト ラテジで最良のタイ ミ ングが得られているこ とを示します。

MapOnehot_MapRunTime ス ト ラテジは現在実行中で、 マップ段階です。

メモ : すべてのス ト ラテジの実行を完了する前に SmartXplorer を停止するには、Ctrl + C キー

を押します。

すべての合成ス ト ラテジの実行が完了する と、タイ ミ ング スコアに基づいて最高のネッ ト リ ス

トが選択され、そのネッ ト リ ス トがク イ ッ ク  インプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジ以外のインプ

リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを使用して実行されます。 HTML は次のよ うにアップデート さ

れます。

この例では、 タイ ミ ング スコアと ランタイムに基づいて、 XSTOnehotRedcon 合成ス ト ラテジ

(run6) が最良のネッ ト リ ス ト と して選択されます。このネッ ト リ ス ト を使用して、6 つのインプ

リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジ (run8 ～ run13) が実行されます。すべてのス ト ラテジの実行が完

了する と、 最良のス ト ラテジが緑色にハイライ ト されます (run8)。
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2. XSTOptOnehot_MapRunTime ス ト ラテジの [Output] 列の [run2] リ ンクをク リ ッ クする と、ス

ト ラテジ ログ ファ イル stopwatch_sx.log が開きます。 このファ イルには、XST、MAP、PAR、

および TRCE レポートが含まれます。

3. [Timing Score] 列の [1895] リ ンクをク リ ッ クする と、 タイ ミ ング レポート  サマリが表示され

ます。

4. 結果のディ レク ト リ構造を確認します。 SmartXplorer の結果は、 smartxplorer_results

ディ レク ト リに保存されます。 各 SmartXplorer ス ト ラテジの結果は、 個別のディ レク ト リ

(run1、 run2 など) に保存されます。
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重要 : SmartXplorer を再実行するには、 SmartXplorer の結果に対して開いているレポート を
すべて閉じる必要があ り ます。 SmartXplorer が起動する前に、 以前に生成されたデータ  ファ
イルはすべて削除されます。開いているレポートがある と、SmartXplorer で以前に生成された
結果を ク リ ーンア ッ プでき ません。 この場合、 ター ミ ナル ウ ィ ン ド ウに 「permission
denied」 とい うエラーが表示され、 SmartXplorer が停止します。

手順 3 : 実行を追加で反復してタイ ミングを向上

前の手順で、XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジで最良のタイ ミ ング結果

が得られました。 このス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用してさらに 5 回実行し  (インプ リ

メンテーシ ョ ン フローのみ)、 タ イ ミ ングを向上します。 コス ト  テーブルの詳細は、 『コマンド  ラ
イン ツール ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

1. XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジを追加で 5 回実行するには、

-vp 5 オプシ ョ ンを使用します。

2. XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジからの MAP および PAR オプ

シ ョ ンを -mo および -po オプシ ョ ンを使用して指定する必要があ り ます。これらのオプシ ョ ン

は、smartxplorer_results ディ レク ト リの smartxplorer.txt ファ イルに記述されてい

ます。 このファ イルには、 前回実行されたス ト ラテジのオプシ ョ ンがすべて含まれます。

---------------------------------------------------------------------

Strategy :XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup

----------------------------------------------------------------------

Run index   : run8

Xst options :-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets auto

Map Options :-ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on

-register_duplication on -w

Par options :-ol high -xe n
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XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジはデフォルトのコス ト  テーブル

1 で実行されているので、開始コス ト  テーブルを 2 (-t 2) に設定します。これらのオプシ ョ ン

は、 MAP および PAR のコマンドに追加する必要があ り ます。

-mo "-timing -ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt
-register_duplication on -w -t 2"

-po "-ol high -xe n"

3. インプ リ メンテーシ ョ ン フローを追加で 5 回実行するには、 XST スク リプ ト  
(stopwatch.xst) ではなく合成済みネッ ト リ ス ト  (stopwatch.ngc) を SmartXplorer の入

力ファイルと して使用します。 

次のコマンドを使用して、 stopwatch.ngc を smartxplorer_results/run6 から現在の

ディ レク ト リ  (lab1) にコピーします。

cp smartxplorer_results/run6/stopwatch.ngc .

4. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf -wd 
smartxplorer_results -sd ipcore_dir -vp 5 -mo "-ol high -xe n 
-global_opt speed -logic_opt on -register_duplication on -w -t 2" -po 
"-ol high -xe n" stopwatch.ngc

ス ト ラテジは 2 回しか実行されませんでした。 これは、 タイ ミ ング制約が満たされた時点で

SmartXplorer の実行を終了するよ うデフォルトで設定されているからです。コス ト  テーブル 3
(MapRunTimeCT3) でタイ ミ ングが満たされたため、 その時点で SmartXplorer の実行が終了

しました。 -ra オプシ ョ ンを使用する と、 タイ ミ ングが満たされた場合でも指定回数だけ実行

が反復され、 各コス ト  テーブルのパフォーマンスを比較できます。

手順 4 : ビルト イン スト ラテジと追加の反復を一度に実行

前の手順では、 2 段階でタイ ミ ング制約を満たすこ とができました。 最初の段階 「手順 2 : 必須オ

プシ ョ ンを使用した SmartXplorer の実行」 でビルト イン ス ト ラテジをすべて実行して最良のス ト

ラテジを見つけ、 次の段階 「手順 3 : 実行を追加で反復してタイ ミ ングを向上」 で最良のス ト ラテ

ジを異なるコス ト  テーブルを使用して実行しました。

同じ手順を、 SmartXplorer を 1 回起動するだけで実行できます。 これは、夜間にジ ョブを実行する

場合などに有益です。

1. 最大実行回数を 18 (ビルト イン ス ト ラテジ 13 個 + 5 個の追加実行) に設定します (-m 18)。 

2. -ra オプシ ョ ンを使用して、 タイ ミ ングが満たされたかど うかにかかわらず、 指定回数だけ実

行を反復します。

3. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf 
-wd smartxplorer_results -sd ipcore_dir -m 18 -ra stopwatch.xst

http://japan.xilinx.com


コマンド  ラインでの SmartXplorer の使用 japan.xilinx.com 23
UG688  2010 年 9 月 21 日

手順 5 : SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで実行

次のよ う な結果が表示されます。

手順 5 : SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで実行

先ほど述べたとおり、 SmartXplorer で合成を実行する必要はあ り ません。 SmartXplorer をインプ

リ メンテーシ ョ ンのみに使用するこ と も可能です。 この手順では、 7 個のビルト イン インプ リ メン

テーシ ョ ン ス ト ラテジを実行する方法を示します。

1. インプ リ メンテーシ ョ ン フローのみを実行するには、XST スク リプ ト  (stopwatch.xst) では

なく合成済みネッ ト リ ス ト  (stopwatch.ngc) を SmartXplorer の入力ファイルと して使用し

ます。次のコマンドを使用して、stopwatch.ngc を smartxplorer_results/run6 から現

在のディ レク ト リ  (lab1) にコピーします。

cp smartxplorer_results/run6/stopwatch.ngc 

2. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf -wd 
smartxplorer_results -sd ipcore_dir stopwatch.ngc
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次のよ う な結果が表示されます。

まとめ

この演習では、 SmartXplorer で合成と インプ リ メ ンテーシ ョ ンを実行し、 ビルト イン ス ト ラテジ

を実行して結果を取得しました。 

また、最良のス ト ラテジを 5 つの異なるコス ト  テーブルを使用して実行し、 タイ ミ ングを向上しま

した。

その後、あらかじめ定義されているス ト ラテジと追加の反復を一度に実行する方法を説明しました。

最後に、 SmartXplorer をインプリ メンテーシ ョ ン フローのみで実行する方法を示しました。
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目標

7 つのビルト イン ス ト ラテジを実行した結果、 2 つのス ト ラテジでほかの 5 つのス ト ラテジよ り よ

い結果が得られるこ とがわかったので、 今後の実行ではこれら  2 つのス ト ラテジのみを実行し、 ほ

かの 5 つはスキップします。

また、 デザインで最適な結果を得られるス ト ラテジを手動で見つけた場合、 これらのス ト ラテジを

SmartXplorer で実行できる と便利です。

どちらの場合でも、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、 SmartXplorer で使用できます。

この演習では、 カスタム ス ト ラテジを作成し、 SmartXplorer で実行する方法を示します。 

演習

手順 1 : ザイリンクス環境の設定

1. ターミナル ウ ィンド ウを開き、 ザイ リ ンクス環境を設定します。

2. cd コマンドを使用して lab2 ディ レク ト リに移動します。

手順 2 : 2 つの最良のスト ラテジの特定

演習 1 では、 次のビルト イン ス ト ラテジで良い結果が得られました。

• 合成 : XSTOnehotRedcon および XSTOptOnehotRedcon

• インプ リ メンテーシ ョ ン : MapGlobOptLogOptRegDup および MapRegDup

http://japan.xilinx.com


26 japan.xilinx.com コマンド  ラインでの SmartXplorer の使用

UG688  2010 年 9 月 21 日

第 5 章 : 演習 2 : カスタム スト ラテジの作成

手順 3 : カスタム スト ラテジ ファイルの作成

手順 2 で選択したス ト ラテジに基づくカスタム ス ト ラテジを作成する前に、これらのス ト ラテジで

使用されているオプシ ョ ンを確認します。 

この情報は、lab1\smartxplorer_results ディ レク ト リにある  smartxplorer.txt ファ イル

に保存されています。 このファ イルには、 前回実行されたス ト ラテジのオプシ ョ ンがすべて含まれ

ます。 次のファイルに、 このファ イルの内容が含まれています。

lab2 ディ レク ト リの lab1_smartxplorer.txt ファ イル 

この情報を使用して、 ス ト ラテジ ファ イルを作成します。 ス ト ラテジの名前を次のよ うに変更し

ます。

• XSTOnehotRedcon を Syn1 に、 XSTOptOnehotRedcon を Syn2 に変更

• MapGlobOptLogOptRegDup を Impl1 に、 MapRegDup を Impl2 に変更

lab2 ディ レク ト リにある  my_strategy.txt ファ イルを開きます。 このファイルに Syn1、
Syn2、 Impl1、 および Impl2 の定義が含まれています。 

----------------------------------------------------------------------
Strategy :XSTOnehotRedcon_MapRunTime
----------------------------------------------------------------------
Run index   : run6
Xst options :-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets auto
Map options :-ol high -w
Par options :-ol high 

----------------------------------------------------------------------
Strategy :XSTRegbalOptOnehotReshRedcon_MapRunTime
----------------------------------------------------------------------
Run index   : run7
Xst options :-register_balancing yes -opt_level 2 -fsm_encoding one-hot 
-resource_sharing no -reduce_control_sets auto

Map options :-ol high -w
Par options :-ol high

----------------------------------------------------------------------
Strategy :XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDup
----------------------------------------------------------------------
Run index   : run8
Xst options :-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets auto
Map options :-ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on 
-register_duplication on -w 

Par options :-ol high -xe n
----------------------------------------------------------------------
 Strategy :XSTOnehotRedcon_MapRegDup
----------------------------------------------------------------------
Run index   : run10
Xst options :-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets auto
Map options :-ol high -xe n -register_duplication on -w 
Par options :-ol high -xe n
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まとめ

1. SmartXplorer コマンドで、 -sf オプシ ョ ンを使用して my_strategy.txt ファ イルを指定し

ます。 

2. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf 
-wd smartxplorer_results -sd ipcore_dir -sf my_strategy.txt 
stopwatch.xst

3. SmartXplorer で次の結果が生成されます (smartxplorer.html を参照)。

カスタム ス ト ラテジを使用した SmartXplorer の実行は、 あらかじめ定義されたス ト ラテジを使用

した SmartXplorer の実行と同様です。

• まず、 すべてのカスタム合成ス ト ラテジが実行され、 カスタム インプリ メンテーシ ョ ン ス ト

ラテジの最初のス ト ラテジ (Impl1) がク イ ッ ク  インプ リ メ ンテーシ ョ ン ス ト ラテジと して使

用されます。 

• すべての合成ス ト ラテジの実行が完了する と、タイ ミ ング スコアと ランタイムに基づいて最良

のネッ ト リ ス トが選択され (この例では Syn2)、 そのネッ ト リ ス トが残りのカスタム インプ リ

メンテーシ ョ ン ス ト ラテジ (この例では Impl2) を使用して実行されます。 

まとめ

この演習では、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、 それを使用してデザインを実行しました。

{ 
"spartan6":
(
{"name":"Syn1”, "xst":"-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets auto"},
{"name":"Syn2", "xst":"-register_balancing yes -opt_level 2 -fsm_encoding one-hot 
-resource_sharing no -reduce_control_sets auto"},
    ),

    "MAP-Par options":
    (
      {"name":"Impl1", 
       "map":"-ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on -register_duplication 
on -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
      {"name":"Impl2", 
       "map":"-ol high -xe n -register_duplication on -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
    ),
  },
}
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重要  : この演習は、 次の場合にのみ実行可能です。

• 通常の Linux ネッ ト ワーク、LSF および SGE コンピューター ファームへのアクセスがあ

る場合

• マルチコア プロセッサまたは複数のプロセッサを持つマシンを使用している場合

目標

この演習では、 通常の Linux ネッ ト ワーク、 LSF および SGE コンピューター ファーム、 マルチコ

ア プロセッサまたは複数のプロセッサを持つマシンでザイ リ ンクス環境を設定し、SmartXplorer を
使用する方法を説明します。

これらのネッ ト ワークで SmartXplorer を使用する場合の考慮事項を示します。

演習

手順 1 : ザイリンクス環境と結果の保存

SmartXplorer を起動する前に、 次の 2 つの事項を理解する必要があ り ます。

• 各マシンでのザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアの環境設定方法

• SmartXplorer の結果の保存場所

1. ザイ リ ンクス環境の設定

デザイン ス ト ラテジの実行に 3 つの Linux マシン (L1、 L2、 および L3) を使用する通常の

Linux ネッ ト ワークの場合を考えてみます。 SmartXplorer の起動には L1 を使用します。

L2 (L3) でジ ョブを起動する前に、SmartXplorer によ り自動的に L2 (L3) マシンで $XILINX 環
境変数が L1 の $XILINX と同じ値に設定されます。 これは、 次のこ とを意味します。

• ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアがネッ ト ワーク上にインス トールされている場合、 L2 (L3) で
そのソフ ト ウェアにアクセスする必要があ り、 また L1 に定義されたネッ ト ワーク  パスが

すべてのマシンで有効となるよ う同じネッ ト ワーク割り当てポイン ト を使用する必要があ

り ます。 

• ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアが L1 のローカル ディ スクにインス トールされている場合、L2
(L3) のローカル ディ スクの L1 と同じパスに同じバージ ョ ンのザイ リ ンクス  ソフ ト ウェ

アがインス トールされているこ とが必要です。
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環境変数がこのよ うに設定されるのは、各デザイン ス ト ラテジが同じ条件下で実行されるよ う

にするためです。$XILINX に加え、L1 で設定されているすべてのザイ リ ンクス環境変数 (接頭

辞 「XIL_」 で始まるもの) が検出され、 L2 および L3 に適用されます。

LSF および SGE コンピューター ファームを使用する場合でも、ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアを

実行する各マシンで、SmartXplorer を実行したマシンと同じザイ リ ンクス環境変数が設定され

ている必要があ り ます。

2. 結果の保存場所

演習 1 で説明したよ うに、 SmartXplorer の結果はすべて smartxplorer_results という別

ディ レク ト リに保存されます。

複数のマシンを使用する場合でも同じで、 結果はすべて同じディ スク  エリ アに保存されます。

そのため、すべてのマシンにこのディ スク  エリアに対する読み取り /書き込み権限が必要です。 

手順 2 : 実行前のチェ ック リス ト

1. 使用するマシンのリ ス ト を作成します。

2. 各マシンで同じザイ リ ンクス環境が設定されているこ とを確認します。 

3. すべてのマシンに SmartXplorer の結果が保存されるディ レク ト リへの読み出し /書き込み権限

があるこ とを確認します。

手順 3 : ザイリンクス環境の設定

1. ターミナル ウ ィンド ウを開き、 ザイ リ ンクス環境を設定します。

2. cd コマンドを使用して lab3 ディ レク ト リに移動します。
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演習

手順 4 : 通常の Linux ネッ トワークでの SmartXplorer の実行

2 つの Linux マシンhost_1 および host_2 を使用して、7 つのビルト イン ス ト ラテジを実行します。

host_1 上では 2 つのジ ョブ、host_2 では 1 つのジ ョブを同時に実行できる と します。SmartXplorer
の実行には、 host_1 を使用します。

1. lab3 ディ レク ト リにある  my_strategy.txt ファ イルをテキス ト  エディ ターで開きます。こ

のファ イルには、 デザイン ス ト ラテジを実行するのに使用するマシンがリ ス ト されています。

このファ イルには、 各マシンの名前を個別の行に記述します。

同じマシンで 2 つのジ ョブを同時に実行できるよ うにするには、 上記の例の host_1 のよ うに、

そのマシンを 2 回リ ス トする必要があ り ます。

メモ : my_hostlist.txt ファ イルで host_1 および host_2 を実際に使用するマシンの名前

に置き換え、 ファ イルを保存します。

2. -l オプシ ョ ンを使用して my_hostlist.txt ファ イルを指定します。

3. ターミナル ウ ィンド ウに次のコマンドを入力して SmartXplorer を起動します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc stopwatch.ucf -wd 
smartxplorer_results -sd ipcore_dir -l my_hostlist.txt stopwatch.xst

4. 次のよ う な表が表示されます。 host_1 で 13 個のうち 9 個のス ト ラテジが実行されました。

メモ : 1 つのス ト ラテジが完了し、タイ ミ ングが満たされる と、現在実行中のス ト ラテジの実行がす

べて停止します。 これは、 複数のス ト ラテジが同時に実行されており、 -ra がオプシ ョ ンが使用さ

れていない場合の動作です。

host_1

host_1

host_2
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上の図で、 赤色の長方形で囲まれている  2 つのス ト ラテジのステータスを見てみます。

XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDupCT3 の後に 
XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が開始していますが、

XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が完了する前に 
XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDupCT3 でタイ ミ ングが満たされたため、

XSTOnehotRedcon_MapGlobOptLogOptRegDupCT4 の実行が停止され、 [Status] 列に [Stopped] 
と示されています。

手順 5 : LSF または SGE での SmartXplorer の実行

LSF および SGE コンピューター ファームを使用するのは、通常の Linux ネッ ト ワークを使用する

のとほとんど同じで、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルを作成して [Use host list file] で指定します。

主な違いは、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルでのホス ト  マシンの定義方法です。 LSF および SGE コン

ピューター ファームのフォーマッ トは、 次のとおりです。

説明 :

• queue_name : キューの名前を指定します。「MYQUEUE」 を LSF または SGE キューの名前に

置き換えてください。

• max_concurrent_runs : 同時に実行可能なジ ョブの最大数を指定します。 N に正の整数を指定

してください。

• bsub_options : 追加の LSF オプシ ョ ンを指定します。「additional_options」 を LSF オプシ ョ ン

に置き換えてください。 オプシ ョ ンを使用しない場合は、 “” を使用します。

• qsub_options : 追加の SGE オプシ ョ ンを指定します。 「additional_options」 を SGE オプシ ョ

ンに置き換えてください。 オプシ ョ ンを使用しない場合は、 “” を使用します。

例 :

キューの名前が lin64_q、並行して実行可能なジ ョブの最大数が 6、指定する  LSF または SGE
オプシ ョ ンがない場合は、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルに次のよ うに記述します。

LSF :LSF {"queue_name":"MYQUEUE", "max_concurrent_runs":N, 
"bsub_options":"additional_options"}

SGE :SGE {"queue_name":"MYQUEUE", "max_concurrent_runs":N, 
"qsub_options":"additional_options"}

LSF :LSF {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, 
"bsub_options":""}

SGE :SGE {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, 
"qsub_options":""}
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まとめ

まとめ

この演習では、 複数の Linux マシンで SmartXplorer を使用して複数のデザイン ス ト ラテジを同時

に実行する方法を説明しました。

これらのネッ ト ワークで SmartXplorer を使用する場合の考慮事項を示しました。
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付録 A

カスタム ファイル

目標

この付録では、 次のものの例を示します。

• カスタム ス ト ラテジ ファ イル

• ホス ト  リ ス ト  ファ イル (Linux)

• さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定 (合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン フロー )

• さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定 (インプ リ メンテーシ ョ ン フローのみ)

カスタム スト ラテジ ファイル

次に、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルの例を示します。 Spartan®-6 デバイスの 2 つのス ト ラテジと

Virtex®-6 デバイスの 2 つのス ト ラテジが含まれています。

{ 
  "spartan6":
  {
    "XST Options":
    (
      {"name":"Syn1", "xst":"-fsm_encoding one-hot -reduce_control_sets 
auto"},
      {"name":"Syn2", "xst":"-register_balancing yes -opt_level 2 -
fsm_encoding one-hot -resource_sharing no -reduce_control_sets auto"},
    ),

    "MAP-Par options":
    (
      {"name":"Impl1", 
       "map":"-ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on -
register_duplication on -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
      {"name":"Impl2", 
       "map":"-ol high -xe n -register_duplication on -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
    ),
  },

  "virtex6":
  {
    "XST Options":
    (
      {"name":"Syn3", "xst":"-fsm_encoding one-hot -opt_level 2"},
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      {"name":"Syn4", "xst":"-register_balancing yes -fsm_encoding one-
hot -resource_sharing no -reduce_control_sets auto"},
    ),

    "MAP-Par options":
    (
      {"name":"Impl3", 
       "map":"-ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
      {"name":"Impl4", 
       "map":"-ol high -xe n -w", 
       "par":"-ol high -xe n"},
    ),
  },
}

ホスト  リス ト  ファイル (Linux)

通常の Linux ネッ トワーク

次に、 通常の Linux ネッ ト ワーク用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。

lin_machine_1
lin_machine_1
lin_machine_2
lin_machine_3

この例では、SmartXplorer で 4 つのス ト ラテジが同時に実行されます。3 つの Linux マシンが使用

され、 lin_machine_1 では 2 つのス ト ラテジが同時に実行されます。

LSF コンピューター ファーム

次に、 LSF コンピューター ファーム用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。 この例では、

キュー名は lin64_q で、 同時に実行可能なジ ョブの最大数は 6 です。

:LSF {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, "bsub_options":""}

SGE コンピューター ファーム

次に、 SGE コンピューター ファーム用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。 この例では、

キュー名は lin64_q で、 同時に実行可能なジ ョブの最大数は 6 です。

:SGE {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, "qsub_options":""}
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さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定 (合成およびインプリ メンテーシ ョ ン フロー )

さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定 (合成およびインプリ メン
テーシ ョ ン フロー )

タスク  1 : すべてのビルト イン スト ラテジを実行

次の例は、すべてのビルト インの合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを実行します。-m

はデフォルト値 13 を使用するので記述されていません。 ホス ト  リ ス ト  ファ イル (-l オプシ ョ ン)
で指定されているマシン上でス ト ラテジが実行されます。 タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了

します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
<design>.xst

タスク  2 : 最初の 3 つのビルト イン スト ラテジを実行

次の例は、ビルト イン ス ト ラテジのうち最初の 3 つの合成ス ト ラテジと クイ ッ ク  インプリ メンテー

シ ョ ン ス ト ラテジを実行します (-m 3 オプシ ョ ン)。 ホス ト  リ ス ト  ファイルで指定されているマシ

ン上 (-l オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。タイ ミ ングが満たされる と、実行は終了します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 3 <design>.xst

タスク  3 : ビルト イン スト ラテジすべてを実行し、 異なるコス ト  テーブルを
使用して追加で 5 回実行

段階 1 : 13 個のビルト イン ス ト ラテジすべてを実行します。

段階 2 : 段階 1 から最良のス ト ラテジを選択し、そのス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用し

て追加で 5 回実行します (-m 18 オプシ ョ ン、 13 + 5 = 18)。 

ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 (- ｌ  オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。 

タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 18 <design>.xst

タスク  4 : カスタム スト ラテジすべてを実行し、 異なるコスト  テーブルを使
用して追加で 3 回実行

この例では、カスタム ス ト ラテジ ファ イルに 2 つの合成ス ト ラテジと  2 つのインプ リ メンテーシ ョ

ン ス ト ラテジが含まれている と します。

段階 1 : 2 つの合成ス ト ラテジを最初のインプリ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジと共に実行します。 

段階 2 : 段階 1 から最良の合成ス ト ラテジを選択し、 2 番目のインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジ

と共に実行します。

段階 3 : 段階 1 および 2 から最良のス ト ラテジの組み合わせを選択し、 その組み合わせを異なるコ

ス ト  テーブルを使用して追加で 3 回実行します (-m 6 オプシ ョ ン)。-m の値は、X を合成ス ト ラテ

ジ数、 Y をインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジ数、 Z を追加で実行する反復回数とする と、 X + Y
+ Z - 1 で求められます。

ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 (- ｌ  オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。 

途中でタイ ミ ングが満たされた場合でも、 実行が 6 回反復されます (-ra オプシ ョ ン)。
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smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 6 -sf <strategy_file> -ra <design>.xst

または、次のよ うに -vp オプシ ョ ンを使用して、異なるコス ト  テーブルを使用して実行する反復回

数を指定できます。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-vp 3 -sf <strategy_file> -ra <design>.xst

さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定 (インプリ メンテーシ ョ ン 
フローのみ)

タスク  1 : すべてのビルト イン スト ラテジを実行

次の例は、 すべてのビルト イン インプリ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを実行します。 -m はデフォル

ト値 7 を使用するので記述されていません。 ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 
(-l オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。 タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> <design>.ngc

タスク  2 : 最初の 3 つのビルト イン スト ラテジを実行

次の例は、ビルト イン ス ト ラテジのうち最初の 3 つのインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジを実行し

ます (-m 3 オプシ ョ ン)。 ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 (-l オプシ ョ ン) でス

ト ラテジが実行されます。 タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 3 <design>.ngc

タスク  3 : ビルト イン スト ラテジすべてを実行し、 異なるコス ト  テーブルを
使用して追加で 5 回実行

段階 1 : 7 個のビルト イン インプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジすべてを実行します。

段階 2 : 段階 1 から最良のス ト ラテジを選択し、そのス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用し

て追加で 5 回実行します (-m 12 オプシ ョ ン、 7 + 5 = 12)。

ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 (- ｌ  オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。

タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 12 <design>.ngc
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タスク  4 : カスタム スト ラテジすべてを実行し、 異なるコスト  テーブルを使
用して追加で 3 回実行

この例では、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルに 2 つのインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト ラテジが含まれ

ている と します。

段階 1 : カスタム ス ト ラテジ ファ イルで指定されている  2 つのス ト ラテジを実行します (-sf オプ

シ ョ ン)。

段階 2 : 段階 1 から最良のス ト ラテジを選択し、そのス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用し

て追加で 3 回実行します (-m 5 オプシ ョ ン、 2 + 3 = 5)。

ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上 (- ｌ  オプシ ョ ン) でス ト ラテジが実行されます。

タイ ミ ングが満たされた場合でも、 実行が 5 回反復されます (-ra オプシ ョ ン)。

smartxplorer -p xc6slx4-3-tqg144 -uc <file>.ucf -l <host_list_file> 
-m 5 -sf <strategy_file> -ra <design>.ngc
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XST のスクリプ ト  ファイルの作成

ザイ リ ンクス  ツールをコマンド  ラ イン  モードで使用している場合は、 コマンド  ラ イン モードで

XST を実行するのに使用するのと同じ  design.xst スク リプ ト  ファ イルを使用する必要があ り

ます。

ISE® Project Navigator がデフォルトのデザイン環境である場合は、 プロジェク ト  ディレク ト リに

design.xst が含まれています。 このファイルは、Project Navigator から  XST を実行する と自動的

に生成されます。これを SmartXplorer を起動する際に入力ファイルと して使用する必要があり ます。 

design.xst から、 次のよ うなファ イルおよびディ レク ト リが参照されるこ とがあ り ます。 

• design.prj : XST プロジェク ト  ファ イル (必須)

• design.xcf : XST 制約ファイル

• design.lso : ラ イブラ リ検索順ファイル

• その他

そのため、 SmartXplorer をプロジェク ト  ディ レク ト リから起動するこ とをお勧めします。
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